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千葉ポートパークにおける水質・生物・水環境健全性調査
Environmental Assessment of Chiba Port Park from the viewpoint of Water Quality, Biota and 
Environmental Soundness Indexb （WESI-SB）

　We assessed the environmental condition of Chiba Port Park using the Water Environmental Soundness Index for 
Sand Beach （WESI-SB） developed by our laboratory, as the graduation thesis preparation experiment which held in the 
6th semester of the curriculum in the Department of Life and Environmental Sciences, Faculty of Engineering. Results 
demonstrated that the condition of Chiba Port Park was not good due to polluted water quality and biotic indicator. 
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１．千葉ポートパークの概要
　千葉ポートパークは，1986 年（昭和 61 年）に 500 万県
民突破記念に建設された千葉ポートタワーと併せてオープ
ンした施設で，総面積 28.3ha の臨海公園である．公園内に
は人工海浜が設けられており，海ではウィンドサーフィン
を楽しむことができ，人工海浜では砂遊びのほかにも貝や
カニをはじめとした海辺の生物を楽しむことができる．千
葉ポートパークは，「千葉港発祥の地」である千葉中央地区
に，港の玄関としての景観を備え，各種の文化施設を含ん
だ市民との交流の場である臨港公園を造成したものである．
　本調査では，千葉工業大学生命環境科学科にて 6S に開
講している卒業研究準備実験の一環として，千葉ポートパー
クの水質・生物・健全性指標調査を行った．

２．事前調査（文献調査）
　インターネットを中心に，千葉ポートパークに関する情
報を収集し，必要に応じて管理事務所および千葉県土整備
部千葉港湾事務所港営課を訪問して聞き取り調査を行っ
た．千葉ポートパークの造成に関する歴史的情報，経緯，
周辺の人工海浜（いなげの浜，幕張の浜など）との関連性
などの情報を得た．
　その結果，昔から千葉ポートパークがあった場所は，港
として栄えていたことがわかり，東京と千葉をつなぐ大事
な拠点となっていたということが考えられた．その港が時
代変化と共に成長することで，開発が進みそのシンボルと
してポートパークが設立されたという背景が見えた．その
一方，開発が進んだことでもともとあった森林などが工場
や住宅へと変わり，自然がなくなったこともわかった．こ
のことからポートパークは，失われた自然を少しでも再生
しようという取り組みとしても造成されたということが考
えられた．
　また，開発が進んだことで東京湾の水も汚濁したという
ことがわかった．汚濁の原因として森林等や干潟の自然の
減少に加え，人口増加による生活排水などの汚濁物質の流
出の増加が考えられた．
　これらの対策として，東京都や千葉県は下水処理の施設
の整備や排水基準を定める等の活動をしているが，東京湾
の水質がなかなか改善していないことから千葉ポートパー
ク内の人口海浜の水質も汚濁しているであろうということ
が推察された．また，ポートパークは閉鎖海域であること
から汚濁物質が拡散されにくく，溜まりやすい海域である
ことも考えられた．
　千葉ポートパーク内にて採取された生物データがなかっ
たため，生息地域の環境が似ていて，最も近い場所にある
人工海浜の稲毛海浜公園で採取された生物を参考にしたと
ころ，過栄養域の指標種とされているアサリ，ボラ等の生
物が確認できたため，ポートパーク内も汚濁が進行してい
るであろうということが考えられた．
　これらのことから，千葉ポートパークは文献調査の段階
で汚濁が進んだ海域であると推察された．

３．水質調査
3.1　調査方法
　ポートパーク内に測定地点を 3 点設定し（図-1），表層
水を採水して，パックテスト，クリーンメジャー，pH メー
ター，DO メーターなどで水質分析を行った．
3.2　結果
　ポートパークの水質は C 類型と評価され，特に，アオ
サUlva  sp. の光合成による pH の上昇が著しかった．アオ
サが打ち寄せていた波打ち際での採水だったため，アオサ
の光合成により CO2 が消費され水質がアルカリ側に傾き，
pH が上昇していたものと考えられた．また，光合成によ
り CO2 の消費と同時に O2 を生成するため DO の値が高く
なったものと考えられた．
　透明度の測定結果を除外しても，水浴場として可という
評価になったのは，波打ち際に落ちていたゴミ等が原因で
あると考えられる．波打ち際には，空き缶やペットボトル
の他にプラスチックの容器やビニール袋などさまざまなゴ
ミが打ち寄せられており，これらのゴミの中から油等の汚
染物質が流出して，油膜となって見えたり，消えない濁っ
た泡が生成されていたりした可能性がある．これに加えて，
アオサの繁茂により汚染物質が拡散されにくく，また，ア
オサに付着してその場に留まってしまったことも原因の１
つと考えられた．

４．生物調査
4.1　調査方法
　水質調査と同様に測定地点を 3 点設定し，その周辺を含
めて目視観察により生物調査を行った．同時に，底泥も採
取し，ベントス調査も実施した．
4.2　結果
　イワガニ科ヒライソガニ Gaetice depressu は生息環
境を選ばず転石帯があれば生息可能である．千葉ポート
パークの人工海浜は，砂浜，人工物，磯の 3 つの生息環
境があるが，このうち人工物，磯があるため生息環境
が整っていると考える．マルスダレガイ科カガミガイ

図 -1　千葉ポートパークにおける調査地点
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Phacosoma japonicum は日本全国で生息可能であり弱汚
濁海域を好む．同じくマルスダレガイ科アサリ Ruditapes 
philippiarum は水質浄化作用の役割を持っているため比
較的幅広い水域（弱汚濁海域～過栄養海域）での生息が可
能である．マガキ属 Crassostrea sp. は弱過栄養海域を好
み，成貝期のマガキは貧酸素状態で 3 週間以上生存（水温
25℃）し，他の二枚貝と比較して耐性が極めて高い．周囲
の無酸素状態が続くとアラニン，アラノビン，コハク酸，
プロピオン酸などの複数の嫌気最終産物を蓄積し，グリ
コーゲンのグルコース単位あたりの ATP 収率を上げるこ
とにより，高い無酸素耐性を得ることが指摘されている．
バカガイ科バカガイMactra chinensis は弱過栄養海域を
好む種で，アオサ科アオサUlva  sp. は富栄養化により大量
繁殖したものが枯死すると腐敗して悪臭を放ち硫化水素，
緑潮（グリーンタイド）を発生させ，底生生物の死滅要因
となる緑藻類である．ボラ科ボラMugil cephalus は比較
的水質汚濁に強い種であるため過栄養海域でも生息でき
る．汚染に強い生物が多く採取されたことから，本調査に
おける千葉ポートパークの水質は弱過栄養海域～富栄養海
域であると評価された．
　本調査で観察されたマクロベントスの総個体数は 154 個
体，種数は 16 種であった．これらから，多様性指数とし
て Shanon Index と Simpson Index を算出したところ，そ
れぞれ，1.52，0.84 となった．また，測定地点別にみると，
いずれの指数においても， St.1 ＞ St.3 ＞ St.2 の順に多様度
が高くなった．
　七都県市首脳会議環境問題対策委員会水質改善専門部会
が，平成 11 年に策定した「東京湾における底生生物等に
よる底質評価法」に基づき，東京湾の底質の状況を評価し
たところ，出現種数が 11 種，甲殻類比率が 8％，優占指
標生物はアサリ，優占上位三種はアサリ，アラレタマキビ，
コアシギボシイソメであった．これらをスコア表にあては
めると，合計点数が 6 点で，環境保全度Ⅱとなった．すな
わち，底質はあまり良好ではないと評価された．

５．健全性指標調査
　当研究室にて開発した砂浜版水環境健全性指標（WESI-
SB）を用いて，千葉ポートパークの人工海浜の健全性を評
価した． 
5.1　調査方法
　3 班に分かれて，所々で景色や生物を撮影し，健全性評
価や周囲の環境の状況と一緒に記録した．水質調査の際に
は， NH4-N，COD（パックテスト），DO，透視度等を測定
した．測定後は，健全性評価をレーダーチャートにまとめ
た（図-2）．
5.2　千葉ポートパークの健全性
　豊かな生物の項目が最も低くなった原因として，生物採
取を行っていない評価者の評価が低かったこと，ウィンド
サーフィンをしている人がいたためカモ等の水鳥がいな
かったこと，アオサの量ではなく生物の種の多様性を重視

して評価を行った評価者が多かったことなどが考えられ
た．
　水のきれいさが最も高くなった原因として，臭気以外の
評価軸が水質の測定結果であるので，評価者全員が同じ評
価となること，海水の塩のにおいを不快に感じた評価者が
少なかったことが考えられた．
　個人の評価が高くなった評価者は自然が少ない比較的都
会（ビルや建物が多い）な地域に住んでいることが原因で
他の人に比べ高い評価となったものと考えられた．日常的
に自然と触れ合う機会が少なく，ポートパーク内にて自然
と触れ合う場が多くあったために高い評価となったと考え
られた．個人の評価が低くなった評価者は，高評価となっ
た評価者とは反対に，身近に自然が多く感じられる，また
は触れられることができる地域に住んでいるため，千葉
ポートパーク内の自然だけでは少ないように感じたのでは
ないかと考えられた．
　これらのことより，健全性指標による評価は身近に多く
の自然があり，自然と触れ合う機会が多い人ほど低い評価
となり，身近に自然が少なく，触れ合う機会が少ない人ほ
ど高い評価となるという傾向が生じたものと考えられる．

６．まとめ
　本報は，生命環境科学科にて 6S に開講されている卒業
研究準備実験の一環として，当研究室で独自に開発した砂
浜版水環境健全性指標（WESI-SB），水質調査および生物
調査により，千葉ポートパークの水環境を評価したもので
ある．
　現地調査では，簡易パックテストの結果から水質はあま
りきれいと言えず，採取された生物からも同様のことが言
えた．その原因として，付近にごみ等が散乱していたこと
やアオサが繁茂していたことなどが考えられた．しかし汚
濁した海域であるにも関わらず多数の生物を採取できたこ
とから，ポートパーク内には生物が生息できる環境があり，
自然浄化作用など生物における水質浄化が期待できると考
えられた．
　健全性における評価は全体ではやや快適であるという結
果になったため，人間に対してはポートパーク内の環境は
やや良いと判断され，自然と触れ合うレクリエーションの

図 -2　千葉ポートパークの健全性評価（WESI-SB）
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場としの目的を達成できていると考えられた．しかし，ゴ
ミやアオサなどの景観を汚すものが多く目に付いたことか
ら，より良い環境にするためには，ゴミ拾いなどのイベン
トの回数を増やし，定期的にアオサなどを除去する必要が
あると考えられた．
　千葉ポートパークは全体的に汚濁している海域であると
評価されたが，利用者の意識の向上や自然浄化機能の強化
などにより，水質の改善が見込まれるものと考えられた．
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